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外国株式ファンドの販売は堅調 

2025年３月の日本籍追加型株式投信（ＥＴＦを除く。以降、ファンドと表記）の推計資金流出入をみ

ると、３月は外国株式ファンドに１兆 2,200億円の資金流入があり、２月の１兆 2,400億円とほぼ同

規模の流入となった【図表１】。 

 

一般販売されている外国株式ファンドをタイプ別にみると、３月はインデックス型に 7,500億円の

資金流入と２月と同規模であった。その一方で、アクティブ型は流入額が 4,100 億円と２月の 4,600

億円から減少した。ただ、２月は新設された非上場株式を組入れるアクティブ型の外国株式ファンド

に 800億円超の資金流入があった。３月はそのような大規模な新規設定がなかったことを踏まえると、

外国株式ファンドはタイプによらず販売が堅調だったといえよう。 

 

【図表１】 2025 年３月の日本籍追加型株式投信（除く ETF）の推計資金流出入 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。各資産クラスはイボットソン分類などを用いてファンドを分類。 
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売却が膨らんでいる様子はあまり見られず 

２月下旬から米関税政策の動向やそれに伴う米景気減速懸念から、外国株式ファンド自体は変調を

きたしている。２月下旬から３月中旬にかけて、米国株式を中心に世界的に株価が下落し、また外国

為替市場では１ドル 151円台から一時 146円台をつけるなど円高が進行した。それに伴って多くの外

国株式ファンドが同期間に下落する展開となっていた。 

 

例えば、３月に資金流入が大きかった「ｅＭＡＸＩＳ Ｓｌｉｍ 全世界株式（オール・カントリー）」は９％、

米国株式のみの「ｅＭＡＸＩＳ Ｓｌｉｍ米国株式（Ｓ＆Ｐ500）」にいたっては 12％も２月 20日から３月 14日

に基準価額が下落した【図表２：赤太字】。 

 

2024 年を振り返ると、2024 年７月中旬から８月上旬も多くの外国株式ファンドの基準価額が急落

した。外国為替市場で１ドル161円台から一時145円を下回るなど急速に円高が進行したこともあり、

「ｅＭＡＸＩＳ Ｓｌｉｍ 全世界株式（オール・カントリー）」、「ｅＭＡＸＩＳ Ｓｌｉｍ米国株式（Ｓ＆Ｐ500）」ともに

７月 12 日から８月６日にかけての下落率は 17％だった。それに伴って７月下旬、８月上旬とインデ

ックス型の外国株式ファンドでは売却が膨らみ、純流入も急減していた【図表３】。 

 

【図表２】 2025 年３月の推計純流入ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA・DC 専用ファンドは除く。 

 

【図表３】 インデックス型の外国株式ファンドの設定額と解約額 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。SMA 専用ファンドは除外、2025 年３月のみ流出入のみで推計値。 

 ファンド名
運用会社
（略称）

２月の
流出入

３月の推計
純流入

純資産
３月末時点

1位  eMAXIS Sl im 全世界株式(オール・カントリー)  三菱UAM 1,793億円 1,865億円 5兆4,121億円

2位  eMAXIS Sl im 米国株式(S&P500)  三菱UAM 1,861億円 1,776億円 6兆4,755億円

3位  インベスコ 世界厳選株式オープン<為替ヘッジなし>(毎月決算型)  インベスコ 725億円 912億円 1兆8,243億円

4位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信D毎月(ヘッジなし)予想分配金提示  アライアンス･B 965億円 761億円 3兆　643億円

5位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Bコース(為替ヘッジなし)  アライアンス･B 318億円 359億円 1兆5,196億円

6位  楽天・プラス・S&P500インデックス・ファンド  楽天投信 294億円 285億円 4,744億円

7位  iFreeNEXT FANG+インデックス  大和AM 332億円 285億円 4,874億円

8位  フィデリティ・グロース・オポチュニティ・ファンド D(毎月・予想分配・ヘッジ無)  フィデリティ投信 429億円 278億円 2,045億円

9位  ピクテ・ゴールド(為替ヘッジなし)  ピクテ 243億円 242億円 2,539億円

10位  SBI・V・S&P500インデックス・ファンド  SBI AM 208億円 229億円 1兆8,902億円
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あくまでも今後の設定額と解約額の公表を待つ必要があるが、３月の推計の純流入額を見る限りで

は、とりあえず外国株式ファンドの販売は変調をきたしていなかったようだ。３月は 2024年７月中旬

から８月上旬と比べると下落が小さかったため、結果的に静観する人が多かったのかもしれない。 

 

国内株式ファンドからは一部で厳しい様子も？  

バランス型ファンドも３月に 1,300億円の資金流入があり、１月の 1,500億円には届かなかったも

のの２月の 1,000億円から増加しており、外国株式ファンドと同様に販売は堅調だった様子である。

また、３月は金関連企業のテーマ型株式ファンド（赤太字）や金関連ファンド（青太字）も金価格の

上昇を受けて好調だったが、金関連ファンドも流入額が 600億円を超え、２月と同規模の資金流入が

あった【図表４】。 

 

それに加えて国内株式ファンドにも 1,700億円の資金流入があり、２月とほぼ同規模の資金流入が

あった。３月も２月と同様にインデックス型の国内株式ファンドを中心にタイミング投資と思われる

買付が膨らんだ。実際に一般販売されているインデックス型の国内株式ファンドの資金動向を日次で

みると、日経平均株価が 2025年初の３万 8,000円割れとなった翌営業日の３月３日に 2025年最大の

600億円の資金流入があった【図表５】。 
 

【図表４】 2025 年３月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。2025 年３月末残高が 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 

 

【図表５】 2025 年のインデックス型の国内株式ファンドの日次流出入 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。 SMA 専用ファンドは除外、３月以降は推計値。 

ファンド名
運用会社
（略称）

３月の
収益率

過去１年
収益率

純資産
３月末時点

1位  ブラックロック・ゴールド・ファンド  ブラックロック 12.6 % 44.4 % 150 億円

2位  ブラックロック・ゴールド・メタル・オープンBコース  ブラックロック 12.4 % 45.2 % 84 億円

3位  ブラックロック・ゴールド・メタル・オープンAコース  ブラックロック 11.5 % 45.9 % 61 億円

4位  HSBC インド・インフラ株式オープン  HSBC 11.0 % -1.5 % 3,232 億円

5位  三菱UFJ 純金ファンド  三菱UAM 9.6 % 34.7 % 3,778 億円

6位  中欧株式ファンド  カレラAM 9.4 % 22.2 % 13 億円

7位  航空宇宙戦略グローバルファンド  カレラAM 9.2 % 23.7 % 54 億円

8位  アムンディ・ロシア東欧株ファンド  アムンディ 9.1 % 31.7 % 31 億円

9位  SBI・UTIインドインフラ関連株式ファンド  SBI AM 8.9 % -0.5 % 139 億円

10位  ダイワ/ミレーアセット・インド株式ファンド -インドの匠-  大和AM 8.7 % -2.3 % 307 億円
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ただし、インデックス型の国内株式ファンドには３月３日以降も国内株式の下落に伴って資金流入

しているが、下落幅が大きい割に流入額が３月３日と比べて小規模にとどまっている。国内株式が想

定外の大幅下落になっているためか、追加投資できない人が増えてきているのかもしれない。 

 

いずれにしても、４月に入ってから内外問わず世界的に株価が一段と下落してきている。３月は販

売が堅調だった外国株式ファンドやバランス型ファンド、やや苦戦している様子もうかがえた国内株

式ファンドの今後の販売動向に注目したい。 
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